










要約:HTLV-1母児感染の経路解明と予防法を確立するため長崎市周辺の13産科施設の協力

を得1985年 6月 1日より1987年 7月 31日迄に出生した児163名について人工栄養による

介入試験を開始した。36 ヵ月まで追跡可能であったものは 116名でこのうち 4名が抗体陽

性となった。抗体陽性化は早いものでは生後 6ヵ月の時点で認められ遅くとも 18ヵ月まで

4名全員の陽性が確認され、24 ヵ月以降新たな抗体陽性者の出現はなかった。母乳以外の

母児感染経路が存在することは明らかであり子宮内感染や経産道感染の可能性が示唆され

た。18 ヵ月以上の母乳栄養児と人工栄養児の抗体陽性率を比較すると人工栄養児では約

1/10 に減少しており明らかな予防効果が認められた。 


